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関自旅二第49号の3

平成3 1年4月1 1 日

一般社団法人全国個人タクシー協会関東支部長殿

関東運輸局

準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の需給状況

の判断結果について

標記について、平成26年1月27日付け公示「準特定地域における一般乗用旅客

自動車運送事業の適正化の推進のために監督上必要となる措置等の実施について」に

基づき別添のとおり公示したので了知されるとともに、傘下会員に対し周知されたい。



公 示

準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の需給状況の

判断結果について

平成２６年１月２７日付け公示「準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の

適正化の推進のために監督上必要となる措置等の実施について」に基づき、一般乗用旅

客自動車運送事業の需給状況の判断結果を下記のとおり公示する。

なお、需給状況の判断結果の算定基礎数値は、別紙のとおりである。

平成３１年４月１１日

関 東 運 輸 局 長 掛江 浩一郎

東京運輸支局長 高山 和征

神奈川運輸支局長 五十嵐 康夫

埼玉運輸支局長 森下 義幸

群馬運輸支局長 服部 和訓

千葉運輸支局長 小塚 正和

茨城運輸支局長 辻 正 剛

栃木運輸支局長 中里 直之

山梨運輸支局長 荷見 雄二
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記

平成３０年度における需給状況の判断結果

都 県 営業区域名 必要車両数 平成29年度末車 増加可能車両

（交通圏） （両） 両数（両） 数 （両）

東 京 特別区・武三 ２５，０４６ ２８，１４３ ▲３，０９７

北 多 摩 １，４０１ １，７３８ ▲３３７

西 多 摩 １６４ ２０９ ▲４５

神奈川 京 浜 ５，０２７ ６，８５８ ▲１，８３１

県 央 １，９４６ ２，２２７ ▲２８１

湘 南 ３１５ ３８７ ▲７２

小 田 原 ３７３ ５０２ ▲１２９

千 葉 市 原 ２４６ ３８５ ▲１３９

埼 玉 県南西部 １，１６６ １，５４１ ▲３７５

県 北 ３０７ ４２２ ▲１１５

群馬・埼玉 中・西毛 ７０９ １，０７５ ▲３６６

茨 城 県 北 ２６３ ４４９ ▲１８６

水戸県央 ４５３ ７３７ ▲２８４

鹿 行 １５５ ３１３ ▲１５８

県 南 ５７２ ８６８ ▲２９６

県 西 ２３５ ３６７ ▲１３２

栃 木 県 南 ３２７ ４９２ ▲１６５

塩 那 １３８ ２２９ ▲９１

山 梨 甲 府 ３０９ ３７６ ▲６７

※ 上記「平成２９年度末車両数」は、特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客自動車

運送事業の適正化及び活性化に関する特別措置法（以下「タクシー特措法」という。）第２

条第９項に定める事業用自動車（一般乗用旅客自動車運送事業（１人１車制個人タクシーに

限る。以下「個人タクシー」という。）を除く。）の数である。

※ その他ハイヤー（道路運送法施行規則第４条第８項第３号の規定に基づき国土交通大臣が

定める区分を定める告示（平成２６年国土交通省告示第５９号）第２号に規定するハイヤー

をいう。以下同じ。）がある営業区域にあっては、算定した一般タクシー（タクシー特措法

第２条第９項に定める事業用自動車からその他ハイヤー及び個人タクシーを除いたもの。以

下同じ。）の必要車両数と平成２６年１月２７日現在の一般タクシーの車両数の乖離率を用

いてその他ハイヤーの必要車両数を算定し、これを一般タクシーの必要車両数に加えて算定
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したものである。

附 則

本公示は、平成３０年度の準特定地域における法人タクシー（一般乗用旅客自

動車運送事業（１人１車制個人タクシーを除く。））の新規許可申請、条件解除

の承認申請、営業区域の設定に係る事業計画変更認可申請、増車に係る事業計

画変更認可申請、休車の解除に係る事業計画変更認可申請及び個人タクシーの

新規許可申請について適用する。
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（別紙）

１．東京都

（１）特別区・武三交通圏

　　　①一般タクシー

　　　②その他ハイヤー

（２）北多摩交通圏

（３）西多摩交通圏

実働率
Ｇ

164 5,543,259 11,897,291 0.52 60,057 0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

5,543,259 5,653,202 0.98

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

885,804,408 883,205,468 1.00

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

24,641 885,804,408 1,974,110,811 0.44 7,995,969

乖離率
ａ = (b - c) ÷ b

平成26年1月27日現在の
一般タクシー車両数  ｂ

一般タクシーの
必要車両数　ｃ

0.19 30,310 24,641

必要車両数
d - ( d × a )

平成26年1月27日現在の
その他ハイヤー車両数　ｄ

405 499

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

45,283,340 46,483,020 0.97

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

1,401 45,283,340 101,929,142 0.49 511,930 0.90
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２．神奈川県

（１）京浜交通圏

　　　①一般タクシー

　　　②その他ハイヤー

（２）県央交通圏

（３）湘南交通圏

（４）小田原交通圏

0.90373 8,857,365 20,976,990 0.47 137,789

実働率
Ｇ

315 10,147,762 21,547,603 0.51 113,350 0.90

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

154,155,060 158,176,156 0.97

0.93

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

4,999 154,155,060 403,208,625 0.41 1,957,440

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

10,147,762 10,338,019 0.98

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

8,857,365 9,008,918 0.98

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

0.94

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

1,946 60,264,385 126,264,305 0.50 703,869

一般タクシーの
必要車両数　ｃ

0.29 7,024 4,999

実働率
Ｇ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

60,264,385 61,311,395 0.98

必要車両数
d - ( d × a )

平成26年1月27日現在の
その他ハイヤー車両数　ｄ

28 40

乖離率
ａ = (b - c) ÷ b

平成26年1月27日現在の
一般タクシー車両数  ｂ
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３．千葉県

　市原交通圏

実働率
Ｇ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

4,826,748 4,925,023 0.98

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

246 4,826,748 10,755,267 0.51 91,588 0.90

－6－



４．埼玉県

（１）県南西部交通圏

（２）県北交通圏

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

実働率
Ｇ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

0.97

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

36,861,639 37,738,190 0.98

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

15,458,558 0.52 113,440 0.90

1,166 36,861,639 81,987,249 0.50 427,438 0.90

7,157,355 7,343,970

307 7,157,355

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ
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５．群馬県・埼玉県

　中・西毛交通圏

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

13,595,761 13,698,416 0.99

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

709 13,595,761 28,468,865 0.51 251,209
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６．茨城県

（１）県北交通圏

（２）水戸県央交通圏

（３）鹿行交通圏

（４）県南交通圏

（５）県西交通圏

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

5,033,556 5,298,717 0.95

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

263 5,033,556 13,403,400 0.47 108,294

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

9,311,706 9,607,424 0.97

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

453 9,311,706 21,933,851 0.50 174,645

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

3,133,469 3,260,520 0.96

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

155 3,133,469 8,330,772 0.51 69,047

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

12,769,388 12,992,210 0.98

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

572 12,769,388 29,246,443 0.49 211,833

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

4,384,062 4,444,654 0.99

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

235 4,384,062 9,135,670 0.52 83,949
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７．栃木県

（１）県南交通圏

（２）塩那交通圏

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

6,449,321 6,663,746 0.97

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

327 6,449,321 15,130,590 0.51 127,637

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

3,285,702 3,374,327 0.97

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

138 3,285,702 7,301,829 0.52 52,521
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８．山梨県

　甲府交通圏

実働率
Ｇ

309

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

平成29年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

5,627,746 5,755,289 0.98

5,627,746 13,851,691 0.46 116,270

※「直近５年間分の対前年度比率の平均値」、「実車率」、「実働率」及び「乖離率」の数値は、小数点第３
位で四捨五入して記載しているため、必ずしも計算結果は一致しないことがある。

0.90
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